
工事協定書
○○○自治会（以下、「甲」という。）と、工事施工者、▲▲▲▲株式会社（以下、「乙」という。）は、○○市○○　丁目　－　に、乙が建設予定の（仮称）○○市○○○○○○邸新築工事（以下、「本件建物」という。）の建築工事（以下、「本件工事」という。）に関し、次のとおり工事協定が成立し、各条項を誠実に履行することを約した。

記 

第１条（建築計画の概要）

本件建物の建築計画の概要は、次の通りとする。
（1） 工事名称　　（仮称）○○市　　　　　　　○○○○邸新築工事

（2） 工事場所　　　○○市○○　丁目　－　
（3） 敷地面積　　　　　　　　　　㎡
（4） 建築延床面積　　　　　　　㎡
（5） 建築主　　　　

（6） 設計・施工　　　　　　　　　　　株式会社　
　　　　　　　　　　　　　電話　
　　　　　　　　　　　　　工事責任者　　　　　　　０９０－　　　　－　　　　
（7） 構造・用途　　　

（8） 工事期間　　　平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日（予定）

※配置図、立面図は別添の通りとする。
　
第２条（基本方針）
　乙は、『安全第一』を基本として本件工事を施工し、近隣住民の安全確保を最優先とし、迷惑を最小限に留めるよう配慮すると共に、住民の防護に万全を期し、終始安全確実な施工に努めるものとする。
第３条（関連法規の遵守） 

乙は、建築基準法の規定はもちろんのこと、大阪府公害防止条例、労働安全衛生法、道路交通法等法規を遵守し、その他行政指導等に従うものとする。 

第４条（工事期間） 

工事期間は、平成　　年　　月　　日より平成　　年　　月　　日までとする。 

ただし、天候等やむを得ない事情により上記期間を延長する場合は、あらかじめ甲に通知するものとする。 

第５条（作業時間等） 

（1）　作業時間は、午前９時より午後6時までとする。但し、作業時間の前後30分程度は準備及び片付け作業を行う。 

（2）　工事の性質上、緊急を要するもの、あるいは騒音・振動を伴わない、屋内作業において作業時間の延長が生じる場合には、事前に甲に通知するものとする。 

（3）　日曜日・祝祭日は作業を行わないものとする。
第６条（工事工程表） 

（1）　乙は、工事工程表（全工程表及び月間工程表）を甲に提出するものとする。尚、天候等のやむを得ない事情により大きく工程が変更になった場合は、変更になった工事工程表を提出するものとする。又、工事現場周囲の見やすい所に作業内容が明確になる週間工程表等の告知板を掲示するものとする。 

（2）　大型の機械や資材の搬出入時及びコンクリート打設工事の他、騒音や振動を伴う工事を行う時には、（1）の告知板に日時・工事内容等を表示し、事前に甲に通知するものとする。 

第７条（工事安全対策・予防措置） 

　乙は、本件工事中近隣家屋、自動車及び土地（工作物、樹木を含む）ならびに人身に対する危害防止のため、フェンスバリケード等の仮囲い・建物外周に養生シート等の設置を施すものとする。そして、出入り口に開閉扉を設置し、工事関係者以外の者が立ち入らないように管理する。
第８条（騒音・振動等の抑制） 

乙は、建設工事に伴う騒音、振動は法令及び条例によって定められた規制基準を遵守する。そして、乙は本件工事中、甲に対する生活妨害を最小限にするよう以下の事情に留意する。
（1）　工事用機械・器具及び工法については、騒音・振動等を最小限にとどめる機械及び工法を選定し、かつその使用に当たっては前記目的を達成するよう留意するものとする。
（２）　鋼材その他建築資材の積み降ろし、型枠等の取り外しには騒音等の発生防止に努めるものとする。
（３）　粉塵・土砂・火花等の飛散防止に努めるものとする。
（４）　道路には工事用資材及び機械・器具を置かないものとする。
（５）　道路は常に清掃し、清潔にするよう努めるものとする。
(６)　作業所内に消火器、消火バケツ等を設置し、火元責任者を選任して火災防止策の完全実施を行う。
（7）　夜間及び工事を行わない日は、工事現場を閉鎖するか、管理者を駐在させるなどして、工事関係者以外のものが立ち入らないようにするものとする。 

第９条（交通安全対策） 

（1） 本件工事に伴う近隣道路の使用について、乙は事前に道路管理者及び所轄警察署と打ち合わせるものとする。
（2） 歩行者、特に幼児、児童生徒、老人の安全に留意し、また一般車両の安全確保、及び通行に支障を与えないよう適時交通誘導員を配置し、通行人の交通安全に万全を期す。

（３）　工事用車両の周辺路上駐車については厳禁とする。 

（４）　現場作業員及び工事関係者の車両等は周辺路上に駐車厳禁とする。
（５）　甲が道路使用許可証の提示を求めた時には、乙はこれに応じなければならないものとする。 

（6）　乙は近隣住民及び周辺諸施設に出入りする者の通行の妨害とならないよう万全の注意をもって工事を行うものとする。 

（7）　茨木市が定期的に行っているゴミ回収について、乙は当該地区のゴミ集積場所には置かないものとする。乙自ら処分するものとする。 

第１０条（工事関係者の風紀維持等）

（１）乙は、本件工事に従事する作業員の風紀の維持について、入場時教育を実施し近隣住民、通行人に不快感、不安感を抱かせる事のない様、厳重に管理する。
（２）　乙は、協力業者も含めた現場作業員が甲に対し、不慎重な言葉遣いや態度・行動をとらないよう十分注意かつ指導し、現場の規律を保つものとする。 

（３）　乙は、本件工事現場内に作業員用の仮設トイレを設置し、周辺に悪影響を与えないよう設置場所に配慮するとともに、これらトイレの衛生管理（臭気を含む）に注意するものとする。 

（4）　喫煙は明示された所定の場所で行い、工事現場周辺での歩行喫煙及びくわえ煙草での作業は禁止するものとする。 

（5）　煙草の吸い殻の始末を始め、すべての火気に注意し、失火防止に万全を期するものとする。 

（6）　工事現場周辺に飲食物の容器、機材の梱包材等の廃棄物が散乱しないよう絶えず清掃に努めるものとする。 

第１１条（苦情の処理） 

（1）　甲及び近隣住民からの苦情については、乙は協力業者に対するものも含め迅速に処理するものとする。 

（2）　本工事期間中の工事に関する苦情等については、協力業者によるものも含めすべて乙が責任を負うものとする。 

（3）　乙は本件工事の工事行程に関し、甲および隣接する病院等を尊重した施工計画にて作業を行うものとする。 

第１２条（復元・損害補償・協定内容の周知徹底） 

（1）　本件工事に起因する近隣家屋・自動車・土地（工作物・樹木を含む）及びガス・上下水道ならびに、人身に対する損害・損傷については、乙は責任を持って迅速に対応、誠意を持って解決に当たるものとする。 

（2）　上記の損害・損傷の責任が協力業者によるものであった場合についても、乙は被害者に対し直接責任を負うものとする。

（３）　乙は、本工事に従事する下請業者ならびに作業員の全員に本工事協定の内容を周知徹底し、これを遵守させるものとする。
（４）　本件工事に起因して、甲住民の建物及び土地（以下特定不動産）について、損害が発生した場合、乙は甲に責任を負うものとする。
第１３条（工事責任者） 

（1）　乙は、現場に工事責任者又は、それに代わる代理者を駐在させ、その役職・氏名・電話番号を文章で甲に通知するものとする。当該工事責任者は、近隣住民からの苦情処理等の窓口に当たるとともに、現場管理を十分に行い、近隣住民に迷惑をかけないようにするものとする。また、甲においても甲を代表する連絡窓口を定め、当該工事責任者に対し事前に連絡先を通知するものとする。
　　平成　　年　　月　　日現在：　　　　　　０９０－　　　　－　　　　　　
（2）　工事責任者が現場を離れた時、及び日曜日・祝祭日・夜間等に甲より緊急に連絡する必要が生じたときのため、工事責任者を代行し得る複数の緊急連絡先を定め、その役職・氏名・電話番号を予め甲に通知するものとする。 

第１４条（障害） 

本件建物に起因して、工事期間中に障害その他の被害が生じた場合、乙は被害者と協議の上、乙の責任において損害を補償するものとする。尚、工事完成後本件建物に起因する障害が発生した場合にも、乙がその責任を負うものとする。 

第１５条（協定の尊重） 

本協定は、甲・乙誠意ある話し合いにより合意されたものであることをここに確認し、甲・乙は本協定の規定を尊重するものとする。 

第１６条（その他） 

本協定に定めのない事項、及び予想外の事態が発生し近隣への影響が予想される場合は、甲・乙は誠意をもって協議し、解決に当たるものとする。 

以上の協定成立を証するため、本書を２通作成し、甲・乙署名捺印の上、甲・乙で各1通を保有し、後日の証とする。 

平成　　年　　月　　日 

甲（　　　　　自治会） 

　　住所　　 

　　氏名　　　　　　　自治会
　　　　　　　会長　　
乙（工事施工者） 

　　住所　
　　　　　　
　　氏名　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　


